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　現在の地方公共団体の会計制度は、会計ごとの現金の動きが分かりやすい反面、市が整備してきたイ
ンフラ資産（学校、道路、施設）などの価値や、行政サービスを行うために発生した費用のうち減価償却
費などの目に見えない費用情報が不足するという欠点があります。これらの不足する情報を補うため、
総務省の指針に基づき、企業会計的な手法を取り入れたものが「連結財務書類３表」です。

問い合わせ先　財政課財政担当　☎（５８４）１１１１㈹　F（５８４）１１４５　 1015570

　住民サービスを提供するために保有している資産と、その資産を形成するための財源を示したものです。

　財務書類３表とは、①貸借対照表、②行政コストおよび
純資産変動計算書、③資金収支計算書のことです。市では、
一般会計（ａ）、国民健康保険事業などの特別会計（ｂ）、水
道企業団などの市関連団体の会計（ｃ）を合算（連結）し、「連
結財務書類３表」を作成しています。個別に決算していたこ
れらの会計を「連結」することで、市全体の財務状況を把握
することができます。

「連結財務書類３表」って何？

国民健康保険事業
後期高齢者医療事業
介護保険事業
下水道事業　など

⒝
上水道事業
火葬場事業
ごみ処理事業
消防事業　など

⒞
一般会計
⒜

普通会計ベース

全体ベース

連結ベース

※【出典】令和４年度統一的な基準による財務書類に関する情報
（総務省）

※順位は比率が高い順を表しています。

企業会計の視点で決算を作りました

令和5年度決算 連結財務書類３表

※表中の▲はマイナスを表します。　※基準日は令和6年3月31日です。

資産の部（これまで積み上げた資産）
（１）　業務用資産・物品など
　　　（市役所・学校などの土地、建物など）

715.92
（▲12.46）

（２）　インフラ資産
　　　（道路・上下水道・橋などの土地、設備など）

957.16
（▲4.93）

（３）　金融資産
　　　（現金、未収金、基金など）

348.52
（＋10.19）

資産（Ａ）合計 2,021.60 
（▲7.2）

※（ ）内は対前年度の増減額　（単位：億円）
負債の部（将来の世代が負担する金額）

（１）　地方債など
　　　（地方債・借入残高）※翌年度に償還する額を除く

350.76 
（▲24.96）

（２）　退職手当引当金
　　　（市職員などに給付する退職金を準備するための見積額）

37.70 
（＋2.31）

（３）　その他負債
　　　（まだ支払いが済んでいない未払金など）

176.22 
（＋0.08）

負債（Ｂ）合計 564.68 
（▲22.57）

純資産の部（現在までの世代が負担した金額）
純資産（C）合計 1,456.92 

（＋15.37）
負債（Ｂ）および純資産（C）合計 2,021.60 

（▲7.2）

◆【分析】純資産比率～現在の財政状況は健全か？～
　純資産比率は、資産のうち返済義務のない純資産の
割合がどれくらいの割合かを表しており、この比率が高
いほど財政状況が健全であるといえます。

純資産比率
72.1%

普通会計ベース
80.2%

＝( )純資産（Ｃ）
資産（Ａ）

他団体との比較（令和４年度）
区分 春日市 県内平均 県内順位

純資産比率（%）
（普通会計ベース） 79.5%

69.8% 13位/56団体
類似団体

平均
類似団体内

順位
71.2% 14位/60団体

純資産比率（普通会計ベース）は前年度から0.7
ポイント上昇しました。これは、基金が増えた
ため金融資産が増加し、地方債（借金）の残高
が減ったことで負債が減少したことが主な要因
です。

貸借対照表（バランスシート）1
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行政コスト計算書
　毎年実施する経常的な行政サービスにかかる費用と収入から受益者負担の状況を示したものです。

　令和5年度の現金の出入りを整理したものです。

純資産変動計算書
　純資産が令和5年度中にどのくらい増減したかを示したものです。

（単位：億円）
区分 説明 令和4年度 令和5年度 増減

経常費用（D） 日常の行政サービスにかかる費用（人件費、施設の運営・補
修費用や生活保護費などの社会保障給付など） 556.19 560.44 +4.25

経常収益（E） 日常の行政サービスを行うための財源となる収入（使用料、
手数料など） 49.84 51.81 +1.97

（単位：億円）
区分 説明 令和4年度 令和5年度 増減

前年度末残高
（H） 年度当初の現金の残高 66.33 51.29 ▲15.04

本年度変動額
（I） 年度中の現金の変動額 ▲15.04 3.51 +18.55

本年度末残高
（H＋I） 年度末の現金の残高 51.29 54.80 +3.51

利払後
基礎的財政収支

借金の借り入れや元金の返済を除く収支で、その時点で必
要な経費を税収などでどれだけ賄えているのかを示す指標 15.22 31.31 ＋16.09

市債償還
可能年数

利払後基礎的財政収支が一定だと仮定した場合に、市債の
完済にあと何年かかるかを示す指標 28年 13年 ▲15年

（単位：億円）
区分 説明 令和4年度 令和5年度 増減

前年度末残高
（F） 年度当初の純資産の残高 1,417.45 1,441.55 +24.10

本年度変動額
（G） 年度中の純資産の変動額 24.10 15.37 ▲8.73

本年度末残高
（F＋G） 年度末の純資産の残高 1,441.55 1,456.92 +15.37

※【出典】令和４年度統一的な基準による財務書類に関する情報
　（総務省）
※順位は比率が高い順を表しています。

区分 春日市 県内平均 県内順位

受益者
負担比率（%）

（普通会計ベース）
2.4%

4.6% 54位/56団体
類似団体

平均
類似団体内

順位
4.1% 56位/60団体

他団体との比較（令和４年度）

◆【分析】受益者負担比率
　～受益者負担比率はどうなっているのか？～
　行政サービスに対する受益者負担（事業にかかる費用のうち、実際
に利益を受ける人が支払う使用料や手数料など）の割合を表します。
残りは主に税金などで賄うことになります。

受益者負担比率
9.2%

普通会計ベース
2.5%

＝( )経常収益（E）
経常費用（D）

受益者負担比率（普通会計ベース）は前
年度から0.1ポイント上昇しました。こ
れは、経常収益の額が増加したことが
主な要因です。

令和5年度の「利払後基礎的財政収支」は黒字となり、前年度と比べると3億5,100万円の増加となり
ました。これは、補助金などの支出は前年度と同様に抑えられており、市税などの継続的な収入が
増加したことが要因です。

行政コストおよび純資産変動計算書2

資金収支計算書3
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ルールに沿って計画的に処分しましょう
引っ越しごみの出し方

傍聴しませんか
市議会３月定例会

○粗大ごみ（  1001168）
　　1回につき3品まで出すことができます。
　　4品以上出したい場合やすぐに処分する必要があ

る場合は、臨時収集を利用してください。
　収集日　毎月4回目の燃えないごみの日
　予約方法　毎月20日（土・日曜日、祝日の場合は前

営業日）の午後4時までに、地区のごみ収集担当業
者に電話（月～金曜日（祝日を除く）の午前９時～午
後４時）で予約する

　※ごみ収集担当業者は、ごみ出しカレンダーや市ウェ
ブサイト（ 1001178）で確認してください。

○臨時収集
　　地区のごみ収集担当業者と日時を調整して多量の

ごみの運搬を依頼することができます。この場合、
臨時の収集運搬料金が別途必要です。

　予約方法　地区のごみ収集担当業者に電話で依頼する

○古紙などの集団回収（  1001194）
　　地域の集団回収や古紙等回収倉庫で回収していま

す。回収日時などは、各地区の公民館へ問い合わせ
てください。

　2月末から3月にかけて開催される議会の日程をお知
らせします。
日程・内容

▽ 2月21日㈮：本会議（議案の上程、提案理由の説明）

▽26日㈬：本会議（議案質疑、委員会付託など）、予算
審査特別委員会（議案審査）

▽27日㈭・28日㈮：各常任委員会（議案審査）

▽3月3日㈪：予算審査特別委員会（議案審査）

▽4日㈫：本会議（補正予算議案採決）、予算審査特別
委員会（議案審査）

○自己搬入（  1001177）
　　｢燃えるごみ｣と｢燃えないごみ｣を、それぞれの処

理施設に自分の車両で搬入することができます。
　手数料　10㎏ごとに140円（税込み）
　 ▽燃えるごみ
　　　3月は引っ越しシーズンで混み合うため、早めに

予約してください。
　　予約・持込日時　月～土曜日
　　　午前8時30分～午後4時
　　予約先　自己搬入ごみ事前受付センター
　　☎（433）8234
　　持込先　クリーン・エネ・パーク南部（大字下白水

104-5）
　 ▽燃えないごみ（申込不要）
　　持込日時　月～金曜日（祝日を除く）、第3日曜日
　　　午前8時30分～11時30分、午後1時～4時
　　持込先　春日大野城リサイクルプラザ（春日公園

6-2）

○市で処理できないもの（  1001174）
　　家電リサイクル法の対象品（エアコン、テレビ、冷

蔵庫・冷凍庫、洗濯機・衣類乾燥機）やパソコン、消
火器などは市で処理できません。

　※詳しくは、市ウェブサイト（ 1001193）で確認す
るか、販売店やメーカー、専門業者などに依頼し
てください。

▽5日㈬：予算審査特別委員会（議案審査）

▽6日㈭：各常任委員会（議案審査）

▽10日㈪：予算審査特別委員会（議案審査）

▽12日㈬･13日㈭：本会議（一般質問）
　※ケーブルステーション福岡と動画共有サイト

　Y
ユ ー チ ュ ー ブ

ouTubeで放映予定です。

▽14日㈮：各常任委員会（議案採決）

▽17日㈪：予算審査特別委員会（議案採決）

▽18日㈫：各常任委員会（所管事務の調査）

▽19日㈬：各常任委員会（閉会中の調査事件の調整な
ど）

▽21日㈮：本会議（委員長報告、質疑、討論、採決）
※都合により、日程が変更になることがあります。

問い合わせ先  環境課ごみ減量担当
☎（584）1124　F（584）1147

問い合わせ先  議事課議事担当
☎（584）1111㈹　F（584）1146　  1000009
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市ウェブサイトからページ番号で検索

公売に参加しませんか
令和６年度市期間入札公売会

ナギの木苑の無料送迎バス
３月末で運行を終了します

意見を募集します（パブリックコメント）
春日市まち・ひと・しごと創生総合戦略

　車両老朽化のため、老人福祉センターナギの木
苑の無料送迎バスの運行を3月31日で終了します。
　今後は、コミュニティバスやよいなどを利用して
来てください。

○コミュニティバスやよいの運賃無料化
　対象　市に居住する70歳以上の人
　※事前に申請が必要です。詳しくは市ウェブサイ

トを見るか、問い合わせてください。

　市は、今後の人口減少社会に的確に対応し、将
来にわたって活力ある地域社会を維持していくた
め、第3期春日市まち・ひと・しごと創生総合戦略
の策定を進めています。
　この計画の原案を公表し、意見を募集します。
対象　市に居住または通勤・通学する人
公表場所　情報公開コーナー（市役所1階）、経営

企画課（市役所5階）、市ウェブサイト
提出方法　2月28日㈮（必着）までに郵便、窓口、ファ

クス、Ｅメールのいずれかで計画名、意見、住所（ま
たは通勤・通学先）、氏名を記入し、提出する

※提出された意見は、計画策定における検討材料と
し、策定後に意見の概要を公表する予定です。

問い合わせ先  

▽無料送迎バスの運行について
　ナギの木苑

☎（595）0513　F（595）6800

▽コミュニティバスやよいの運賃無料化について
　都市計画課計画担当

☎（584）1135　F（584）1143　  1014883

提出・問い合わせ先  経営企画課企画担当（〒816-8501春日市役
所）
☎（584）1133　F（584）1145　  １０１５５０９

 kikaku@city.kasuga.fukuoka.jp

　市税などの滞納処分で差し押さえた動産（物品）を公
売します。詳しくは市ウェブサイトを見てください。
期間　3月3日㈪午前9時～7日㈮午後5時
物件説明書の提示場所　市役所アトリウム、市ウェブ

サイト
※物品の展示はしません。
出品物（予定）　家電、日用品、雑貨など約30点
参加手順
①物件説明書で公売物品と最低見積価額を確認する
②入札フォームに必要事項を入力し送信する
③落札者には、3月10日㈪に市からＥメールが届く
④落札者は、3月13日㈭午後5時までに本人確認書類
（マイナンバーカード、運転免許証など）を持参し、
代金を支払い、物品を持ち帰る

開札結果　市ウェブサイトおよび収納課前掲示板に公
開予定

注意事項

▽入札に参加するためには、連絡用のＥメールアドレス
が必要です。

▽物品は全て中古品扱いで、保証はありません。

▽落札者は辞退できません。必ず買い取ってください。

▽物品の送付はできません。

▽落札者以外が代金の支払いと物品の持ち帰りをする
場合は、委任状が必要です。

問い合わせ先  収納課収納推進担当
☎（584）1111㈹　F（584）1141　  1009589

▲市ウェブサイト

▲公売物品の一例（ゲーム機）

市報かすが
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市ウェブサイトからページ番号で検索

知っていますか
障がい者に対する手当制度

　心身に重度の障がいがある人や、その人を介護して
いる人に対して、手当を支給する制度があります。受
給要件を満たしている人で、まだ手続きをしていない人
は、申請してください。
　また、現在受給中の人で対象外になった場合は、必
ず届け出てください。届け出がなく手当が過払いとなっ
た場合は、過払い金の返還が必要となります。
　なお、すでに手当を受給している人は、受給資格確
認のため、毎年8月（重度障害者介護手当は毎年5月）に
現況届を提出する必要があります。
※手当の額は、いずれも令和6年度のものです。
※受給には所得制限があります（重度障害者介護手当を

除く）。

○特別障害者手当（国の制度）　（  1001830）
　手当額　月額2万8,840円
　支給月　2、5、8、11月
　年齢要件　20歳以上
　受給要件　次のいずれかに該当する人
　 ▽重度の障がい（視覚、聴覚、両上肢、両下肢、体幹、

内臓機能、精神（知的）障がい）が重複している、ま
たは１つあり、かつ障害基礎年金2級程度の障がい
が2つ以上ある

▽両上肢、両下肢、体幹のいずれかに障がいがあり、
かつ常時特別の介護を要する

▽内臓機能などに重度の障がいがあり、かつ絶対安
静を必要とする

▽精神（知的）障がいがあり、かつ常時特別の介護を
要する

※医療機関が作成した専用の診断書の提出が必要で
す。

　対象とならない人

▽障がい者支援施設や特別養護老人ホームなどの施
設に入所している（短期入所、グループホームなど
を除く）

▽病院や療養型医療施設、介護老人保健施設などの
施設に3カ月を超えて入院（入所）している

○障害児福祉手当（国の制度）　（  1001831）
　手当額　月額1万5,690円
　支給月　2、5、8、11月

　年齢要件　20歳未満
　受給要件　次のいずれかに該当する人

▽重度の障がい（視覚、聴覚、両上肢、両下肢、体幹、
内臓機能、精神（知的）障がい）がある

▽身体または精神状態における障がいが重複し、常
時介護を必要とする

※医療機関が作成した専用の診断書の提出が必要で
す。

　対象とならない人

▽障がい者（児）支援施設などに入所している（短期入
所、グループホームなどを除く）

▽障がいを事由とする公的年金などを受給している

○心身障害者福祉手当（市の制度）　（  1001834）
　手当額　月額6,000円
　※令和7年度以降は、月額5,000円になります。
　支給月　2、5、8、11月
　受給要件　次のいずれかに該当する人
　 ▽身体障害者手帳1級
　 ▽療育手帳Ａ判定
　 ▽精神障害者保健福祉手帳1級
　対象とならない人

▽障がい者支援施設や特別養護老人ホームなどの施
設に入所している（短期入所、グループホームなど
を除く）

▽病院や療養型医療施設、介護老人保健施設などの
施設に３カ月を超えて入院（入所）している

▽特別障害者手当または障害児福祉手当を受給して
いる

○重度障害者介護手当（市の制度）　（  1001836）
　手当額　月額6,000円
　支給月　2、6、10月
　年齢要件　障がい者本人が3歳以上

受給要件　次のいずれかに該当する人を在宅で常時
介護している同一住所地の人

▽身体障害者手帳1級（下肢または体幹機能障害が単
一で１級の場合のみ）

▽療育手帳Ａ判定

▽精神障害者保健福祉手帳1級
対象とならない人　入院、入所、通所、就学、就労

などの理由により、常時介護していると認められな
い場合

問い合わせ先  福祉支援課障がい福祉担当
☎（584）1111㈹　F（584）1154　
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情
報
ひ
ろ
ば

☎
電
話
番
号
　
F
フ
ァ
ク
ス
番
号
　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　

市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
ペ
ー
ジ
番
号
で
検
索

情報ひろば

県
立
春
日
高
等
学
校
吹
奏
楽
部

第
36
回
定
期
演
奏
会

　
高
校
の
吹
奏
楽
に
関
心
の
あ
る
中
学
生
や

音
楽
に
関
心
が
あ
る
人
な
ど
、
子
ど
も
か
ら

大
人
ま
で
楽
し
め
ま
す
。

日
時　
３
月
21
日
㈮

　
午
後
６
時
〜（
開
場
：
午
後
５
時
）

場
所　
ア
ク
ロ
ス
福
岡
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー

ル（
福
岡
市
中
央
区
天
神
１
－
１
－
１
）

入
場
料

▽
一
般
：
１
０
０
０
円

▽
高
校
生
以
下
：
５
０
０
円

※
未
就
学
児
で
も
座
席
を
使
用
す
る
場
合
は

入
場
料
が
必
要
で
す
。

定
員　
１
８
０
０
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　
同
校
吹
奏
楽
部
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

か
ら
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
同
校
吹
奏
楽
部　

手て
し
ま嶋

☎（
５
７
４
）１
５
１
１

F（
５
９
３
）１
１
６
２

kasuga-brass@
outlook.jp

○
星
空
の
す
ば
ら
し
さ
を
伝
え
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
講
習
会

　
　
星
や
宇
宙
、
天
体
観
測
に
つ
い
て
学
び

ま
す
。

　
対
象　
星
の
館
で
の
活
動
に
興
味
が
あ
る

高
校
生
以
上

　
※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
を
す
る
場
合
、
18

歳
未
満
は
保
護
者
の
同
意
が
必
要
で
す
。

　
日
時　
３
月
15
日
㈯

　
　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

　
定
員　
16
人（
申
込
先
着
順
）

　
申
込
方
法　
３
月
14
日
㈮
ま
で
に
電
話
、

フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
伝
え
る

○「
電
気
を
つ
く
る
、
か
し
こ
く
つ
か
う
」科

学
講
座

　
　
ソ
ー
ラ
ー
ト
レ
イ
ン
な
ど
電
気
に
ま
つ

わ
る
実
験
を
行
い
、
発
電
の
大
変
さ
や
電

気
の
大
切
さ
を
楽
し
く
学
び
ま
す
。

　
対
象　
小
学
４
年
生
以
上

　
日
時　
３
月
15
日
㈯

　
　
午
後
３
時
〜
４
時

　
定
員　
20
人（
申
込
先
着
順
）

　
申
込
方
法　
３
月
１
日
㈯
ま
で
に
電
話
、

フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
保
護
者
が

同
伴
す
る
場
合
は
そ
の
人
数
を
伝
え
る

場
所　
同
館

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
同
館（
金
〜
日
曜

日
の
午
後
２
時
〜
９
時
）

☎（
９
８
３
）７
７
５
５

F（
９
８
３
）７
７
５
６

info@
hoshinoyakata.com

保
健
師
が
応
じ
ま
す

健
康
相
談
会（
無
料
）

　
健
診
の
結
果
で
気
に
な
る
こ
と
、
健
康
に

関
す
る
不
安
や
健
康
づ
く
り
な
ど
の
相
談
に
、

個
別
に
応
じ
ま
す
。
一
人
一
人
に
合
っ
た
生

活
習
慣
の
改
善
方
法
を
助
言
し
ま
す
。

日
時

▽
２
月
25
日
㈫
、
27
日
㈭
、
３
月
５
日
㈬

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
０
時
15
分

▽
３
月
３
日
㈪

　
午
後
１
時
〜
３
時
45
分

※
相
談
時
間
は
45
分
程
度
で
す
。

場
所　
い
き
い
き
プ
ラ
ザ

申
込
方
法　
希
望
日
の
３
日
前
ま
で
に
市

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
ま
た
は
電
話
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
健
康
課
健
康
づ
く

り
担
当

☎（
５
０
１
）１
１
３
４

F（
５
０
１
）１
１
３
５

１
０
０
１
７
８
８

認
知
症
を
正
し
く
理
解
し
よ
う

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座（
無
料
）

　
認
知
症
の
基
礎
知
識
や
対
応
方
法
を
学
び

ま
す
。

　
受
講
者
に
は「
認
知
症
の
人
を
支
援
し
ま

す
」と
い
う
意
志
を
示
す
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
カ
ー
ド
を
渡
し
ま
す
。

対
象　
市
に
居
住
す
る
18
歳
以
上

日
時　
３
月
11
日
㈫

　
午
後
２
時
〜
３
時
30
分

場
所　
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
会
議
室

定
員　
30
人（
申
込
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
も
の　
筆
記
用
具
、
上
靴
、
飲

み
物

申
込
方
法　
２
月
17
日
㈪
〜
３
月
７
日
㈮
に

市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
申
し
込
む
か
、
窓

口
、
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
の
い
ず
れ
か
で
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
高
齢
課
高
齢
者
支

援
担
当

☎（
５
８
４
）１
１
１
１
㈹

F（
５
８
４
）３
０
９
０

１
０
１
５
５
２
１

イ
ベ
ン
ト

Event

▲同校吹奏楽部
　ウェブサイト

健
康

H
ealth

講
演・講
座

Lecture

・

C
ourse

▲市ウェブサイト
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う
ち
エ
コ
講
座「
リ
メ
イ
ク
」

子
ど
も
服
で
学
童
用
品
を
つ
く
ろ
う（
無
料
）

　
着
ら
れ
な
く
な
っ
た
子
ど
も
服
を
リ
メ
イ

ク
し
て
、巾
着
な
ど
の
学
童
用
品
を
作
り
ま
す
。

※
託
児
も
あ
り
ま
す（
生
後
５
カ
月
〜
就
学

前
、
無
料
、
定
員
６
人
、
要
申
込
）。

対
象　
市
に
居
住
す
る
人

日
時　
３
月
18
日
㈫

　
午
前
10
時
〜
正
午

場
所　
市
役
所
４
０
７
会
議
室

定
員　
20
人
程
度（
申
込
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
も
の　
不
用
に
な
っ
た
子
ど
も

服
、
裁
縫
道
具
、
は
さ
み

申
込
方
法　
２
月
17
日
㈪
〜
３
月
７
日
㈮
に

市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
申
し
込
む

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
使
え
な
い
場
合
は
電

話
で
申
し
込
め
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
環
境
課
環
境
推
進

担
当

☎（
５
８
４
）１
１
１
１
㈹

F（
５
８
４
）１
１
４
７

１
０
１
５
４
５
３

シ
ニ
ア
の
た
め
の

し
ご
と
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
談
セ
ミ
ナ
ー（
無
料
）

　
シ
ニ
ア
の
社
会
参
加
に
つ
い
て
の
相
談
に

応
じ
ま
す
。

対
象　
お
お
む
ね
60
歳
以
上

日
時　
２
月
26
日
㈬

　
午
後
２
時
〜
４
時

場
所　
プ
ラ
ム
・
カ
ル
コ
ア
太
宰
府
多
目
的

ホ
ー
ル（
太
宰
府
市
観
世
音
寺
１
－
３
－

１
）

定
員　
40
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

２
月
25
日
㈫
ま
で
に
電
話
か

フ
ァ
ク
ス
で
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話

番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
県
生
涯
現
役
チ
ャ

レ
ン
ジ
セ
ン
タ
ー　

☎（
４
３
２
）２
５
１
２

F（
４
３
２
）２
５
１
３

点
字
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成

Ｋ
Ｂ
Ｃ
点
字
教
室（
無
料
）

対
象　
点
字
、
視
覚
障
が
い
者
の
支
援
に
関

心
が
あ
り
、
全
日
程
に
出
席
で
き
る
人

期
日　

４
月
１
日
〜
７
月
１
日
の
火
曜
日

（
祝
日
を
除
く
。
全
12
回
）

時
間　
午
前
10
時
〜
正
午

場
所　
Ｋ
Ｂ
Ｃ
会
館
４
階
会
議
室（
福
岡
市

中
央
区
長
浜
１
－
１
－
34
）

定
員　
20
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　
３
月
４
日
㈫
午
前
10
時
以
降
に

電
話
、
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ

か
で
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
ケ
イ
ビ
ー
シ
ー
開

発
・
点
字
教
室
係　
松ま

つ
お尾

☎（
７
５
１
）４
０
７
０

F（
７
１
５
）１
１
４
８

info@
kbckaihatsu.co.jp

運
転
技
術
を
生
か
し
て
活
動
し
ま
せ
ん
か

運
転
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座（
無
料
）

　
市
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
公
共
交
通
機
関

を
利
用
す
る
こ
と
が
困
難
な
人
に
対
し
、
福

祉
車
両
に
よ
る
外
出
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

運
転
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
学
び
ま
せ
ん

か
。

日
時　
３
月
18
日
㈫

　
午
前
10
時
〜
正
午

場
所　
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
大
会
議

室（
昇
町
3
－
１
０
１
）ほ
か

内
容

▽
講
義
：
住
民
参
加
型
移
送
サ
ー
ビ
ス
に
つ

い
て

▽
実
技
：
車
椅
子
操
作
、
福
祉
車
両
体
験

申
込
方
法　
３
月
４
日
㈫
ま
で
に
次
の
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
か
ら
申
し
込
む
か
、
電
話
、
フ
ァ

ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
同
協
議
会
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

☎（
５
０
１
）１
１
３
６

F（
５
８
１
）７
２
５
８

kasuga.volo@
aioros.ocn.ne.jp

問い合わせ先　安全安心課防犯防災担当
☎（５８４）１１１１㈹　F（５８４）１１４３

　ＳＮＳやインターネットの掲示板には、「即日即金」「ホ
ワイト案件」「高額」など、仕事の内容を明らかにせず、
楽に高額な報酬をもらえると思い込ませ、犯罪の実
行者を募集する投稿が掲載されています。
　簡単に高収入を得られるならと応募して、強盗や詐
欺といった犯罪に加担することになり、逮捕された人
が多くいます。
　最初は簡単な案件を紹介されて報酬が支払われた
としても、それは、「あなた」を信用させるための手口
です。その後、凶悪な犯罪に加担するよう求めてきま
す。
　要求を断ったり、離脱しようとしたりすると、入手し
た個人情報をもとに脅迫し、恐怖心を植え付けて離脱
を阻止し、「あなた」が警察に逮捕されるまで利用し続
けます。
　まずは、楽して稼げるといううたい文句には乗らず、
怪しい案件には絶対に応募しないことです。もし名前
などを知られたとしても、犯罪に加わる前に、勇気を
持って周りの信頼できる大人や警察に相談してくださ
い。

「闇バイト」にだまされないで！
その「バイト」、「犯罪」かも

▲申込フォーム

▲市ウェブサイト

福
祉

W
elfare
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情報ひろば

令
和
６
年
度
第
４
回

県
営
住
宅
入
居
者
募
集（
抽
選
方
式
）

　
県
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す（
申

込
手
数
料
不
要
）。
募
集
住
戸
や
要
項
に
つ

い
て
は
募
集
案
内
書
を
見
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間　
３
月
５
日
㈬
〜
13
日
㈭

※
募
集
案
内
書
は
、
２
月
26
日
㈬
か
ら
市
役

所（
総
合
案
内
、
管
財
課
）、
い
き
い
き
プ

ラ
ザ
で
配
布
し
ま
す
。
無
く
な
り
次
第
配

布
を
終
了
し
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
県
住
宅
供
給
公
社

県
営
住
宅
管
理
部
管
理
課

☎（
７
８
１
）８
０
２
９

F（
７
２
２
）１
１
８
１

人
気
種
目
が
楽
し
め
る

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験
教
室（
無
料
）

　
モ
ル
ッ
ク
、
ボ
ッ
チ
ャ
、
バ
ッ
ゴ
ー
が
一

度
に
体
験
で
き
ま
す
。

　
ど
れ
も
簡
単
な
競
技
な
の
で
、
子
ど
も
か

ら
高
齢
者
ま
で
楽
し
め
ま
す
。
初
め
て
の
人

も
大
歓
迎
で
す
。

対
象　
市
内
に
居
住
ま
た
は
通
勤
・
通
学
す

る
人

日
時　
３
月
８
日
㈯

　
午
後
１
時
〜
３
時

場
所　
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
サ
ブ
ア

リ
ー
ナ

定
員　
30
人（
申
込
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
も
の　
動
き
や
す
い
服
、
上
靴
、

飲
み
物

申
込
方
法　
２
月
28
日
㈮
ま
で
に
市
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
か
ら
申
し
込
む
か
、
電
話
ま
た
は

フ
ァ
ク
ス
で
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話

番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課

ス
ポ
ー
ツ
担
当

☎（
５
７
１
）３
２
４
７

F（
５
７
１
）３
３
０
５

１
０
１
４
６
３
７

楽
し
も
う

グ
ル
ー
プ
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス

　
さ
ま
ざ
ま
な
グ
ル
ー
プ
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
に

参
加
し
ま
せ
ん
か
。

対
象　
高
校
生
以
上

日
時　
３
月
29
日
㈯

　
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

場
所　
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
サ
ブ
ア

リ
ー
ナ

持
っ
て
く
る
も
の　
動
き
や
す
い
服
、
上
靴
、

タ
オ
ル
、
飲
み
物

申
込
方
法　

３
月
１
日
㈯
以
降
に
同
セ
ン

タ
ー
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
専
用
ペ
ー
ジ
か
ら

申
し
込
む

※
定
員（
申
込
先
着
順
）や
参
加
費
な
ど
詳
し

く
は
同
セ
ン
タ
ー
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
見
て

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
同
セ
ン
タ
ー
総
合
受
付

☎（
５
７
１
）３
２
３
４

F（
５
８
５
）１
６
３
４

　
令
和
６
年
度
出
前
ト
ー
ク「
市
長
と
語
る
」

の
意
見
の
一
部
と
、
そ
れ
に
対
す
る
市
の
回

答
を
紹
介
し
ま
す
。

意
見　
高
齢
者
の
孤
独
死
を
防
ぐ
た
め
に
は
、

民
生
委
員
に
よ
る
安
否
確
認
の
訪
問
が
必

要
だ
と
思
う
。
し
か
し
、
65
歳
と
な
っ
て

１
年
が
経
過
す
る
が
、
一
度
も
自
宅
を
訪

問
さ
れ
た
こ
と
が
な
い
。
市
に
尋
ね
る
と
、

な
り
手
不
足
だ
と
聞
い
た
。
手
当
を
支
給

す
る
な
ど
し
て
民
生
委
員
を
確
保
し
、
65

歳
以
上
の
高
齢
者
に
対
し
て
は
全
員
訪
問

す
る
と
い
う
体
制
を
整
え
て
ほ
し
い
。（
全

体
ト
ー
ク
）

市
の
回
答　
春
日
市
の
民
生
委
員
の
定
数
は

１
２
１
人
で
す
が
、
10
人
程
度
の
欠
員
が

続
い
て
い
ま
す
。
全
国
的
に
な
り
手
不
足

が
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
国
で
も
要
件
の

緩
和
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
て
い
る
状
況
で

す
。

　
　
民
生
委
員
に
対
し
て
は
、
市
か
ら
地
区

の
高
齢
者
名
簿
を
渡
し
、
一
人
暮
ら
し
や

高
齢
者
の
み
の
世
帯
の
状
況
の
確
認
な
ど

を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
地
域
な
ど
か
ら

の
声
に
よ
り
心
配
と
思
わ
れ
る
人
に
つ
い

て
は
、
自
治
会
の
福
祉
委
員
な
ど
と
協
力

し
て
定
期
的
な
訪
問
を
し
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
な
り
手
不
足
や
民
生
委
員
自
身
の

高
齢
化
の
問
題
も
あ
り
、
全
て
の
高
齢
者

を
訪
問
す
る
こ
と
は
現
実
的
に
困
難
で
す
。

こ
の
た
め
、
配
食
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
他
の

方
法
で
見
守
り
体
制
の
充
実
を
図
っ
て
い

ま
す
。

　
　
な
お
、
申
し
出
が
あ
れ
ば
、
民
生
委
員

が
個
別
に
訪
問
す
る
こ
と
は
可
能
で
す
。

心
配
事
な
ど
の
相
談
を
受
け
、
必
要
な
専

門
機
関
や
サ
ー
ビ
ス
に
つ
な
ぐ
な
ど
の
支

援
を
行
い
ま
す
。

　
　
令
和
７
年
度
は
民
生
委
員
一
斉
改
選
が

行
わ
れ
る
た
め
、
そ
れ
に
向
け
て
少
し
で

も
活
動
し
て
も
ら
え
る
人
を
確
保
し
、
充

実
を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
担

当
☎（
５
８
４
）１
１
１
１
㈹

F（
５
８
４
）１
１
４
５

１
０
０
２
５
１
３

ス
ポ
ー
ツ

Sports

▲同センター
　ウェブサイト

▲市ウェブサイト

募
集

R
ecruitm

ent

そ
の
他

O
thers
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vol.12

民話にみる昔の暮ら
し

　おからは、同じ大豆製品である豆腐よりも食物繊維が多く、たんぱく質やカルシウム、カリ
ウム、鉄、ポリフェノールの一種である大豆イソフラボンなど、さまざまな栄養が含まれてい
ます。
　おからパウダーを使用することで、加熱の手間を省きます。ポテトサラダに混ぜてもおいし
いです。

ひとコマひとコマ
vol.30

おからパウダーで手軽にたんぱく質をとろう

おからサラダ

エネルギー（1人当たり）：173kcal
たんぱく質：4.3g、食物繊維：3.1g

▲市ウェブサイト

　
文
字
を
使
う
前
か
ら
、
人
々
は

口
伝
え
に
さ
ま
ざ
ま
な
事
を
語
り

継
ぎ
ま
し
た
。
中
で
も
、
多
く
の

人
々
が
語
り
つ
い
だ
物
語
が「
民

間
説
話（
民
話
）」で
、
伝
説・昔
話・

世
間
話
な
ど
に
分
か
れ
ま
す
。

　

小
倉
地
区
に
伝
わ
る「
伯は

っ
け
ん玄
さ

ん
」の
民
話
を
紹
介
し
ま
す
。

　
あ
る
日
、
伯
玄
さ
ん
が
田
を
耕

す
仕
事
を
頼
ま
れ
た
の
で
、
大
き

な
お
に
ぎ
り
を
包
ん
だ
風
呂
敷
を

担
い
で
田
に
入
り
ま
し
た
。
弁
当

の
大
き
さ
に
驚
い
た
雇
い
主
の
旦

那
さ
ん
は
、「
あ
ん
た
じ
ゃ
の
う

し
て
、
弁
当
が
仕
事
を
し
よ
る
っ

ち
ゃ
ろ
う
」と
か
ら
か
い
ま
し
た
。

怒
っ
た
伯
玄
さ
ん
は
、
そ
の
場
に

座
り
込
み
、
弁
当
が
田
を
耕
す
か

見
て
お
け
と
ば
か
り
に
動
き
ま
せ

ん
。
旦
那
さ
ん
は
伯
玄
さ
ん
に
冗

談
を
言
っ
た
こ
と
を
謝
り
、
働
い

て
く
れ
る
よ
う
に
頼
み
ま
し
た
。

日
暮
れ
ご
ろ
、
伯
玄
さ
ん
は
立
ち

上
が
り
、
一
夜
の
う
ち
に
二
日
分

の
仕
事
を
し
た
そ
う
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
伯
玄
さ
ん
は
庄

屋
や
村
人
に
雇
わ
れ
て
田
畑
の
仕

事
を
す
る
大
食
い
の
大
男
で
働
き

者
、
し
か
も
、
と
ん
ち
が
き
き
、

曲
が
っ
た
こ
と
が
大
嫌
い
で
す
。

つ
ま
り
、
伯
玄
さ
ん
は
身
分
の
格

差
を
も
の
と
も
せ
ず
、
自
分
を
貫

き
、
雇
い
主
を
や
り
込
め
た
農
民

の
ヒ
ー
ロ
ー
的
な
存
在
で
し
た
。

　
こ
う
し
た
点
か
ら
伯
玄
さ
ん
の

民
話
は
世
代
か
ら
世
代
へ
語
り
継

が
れ
、
今
で
は
市
の
貴
重
な
無
形

文
化
財
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
伯
玄
さ
ん
の
民
話
か
ら
は
、
当

時
の
農
民
の
暮
ら
し
が
う
か
が
え

ま
す
。
田
す
き
や
畦あ

ぜ

ぬ
り
、
縄
な

い
な
ど
、
民
話
に
出
て
く
る
伯
玄

さ
ん
の
仕
事
は
、
ど
れ
も
農
民
に

は
大
切
な
仕
事
で
し
た
。
ま
た
、

伯
玄
さ
ん
の
民
話
に
限
ら
ず
、
山

村
で
は
山
の
暮
ら
し
、
海
沿
い
の

村
で
は
海
の
暮
ら
し
な
ど
、
そ
の

土
地
の
民
話
か
ら
昔
の
暮
ら
し
が

分
か
り
ま
す
。

　
昔
話
は
、
子
ど
も
向
け
の
お
と

ぎ
話
と
い
う
印
象
が
強
い
で
す
が
、

違
う
視
点
を
持
て
ば
別
の
楽
し
み

方
が
で
き
る
の
で
す
。

　
奴
国
の
丘
歴
史
資
料
館
で
開
催

中
の
民
俗
企
画
展（

１
０
１
５

３
６
７
）で
は
、
昔
話
を
題
材
に

民
具
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
あ
な

た
が
聞
い
た
昔
話
を
思
い
出
し
つ

つ
、
昔
の
暮
ら
し
を
想
像
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

▲展示中の昔の農具

問い合わせ先　健康課健康づくり担当
☎（５０１）１１３４　F（５０１）１１３５　 1006258

市ウェブサイトに
も掲載していま
す。

① ボウルにおからパウダーを入れ、★印の調味料を加えてよく混ぜ、
味をなじませる。

② キュウリは薄く輪切りにして塩もみし、洗って水気を絞る。
③ タマネギは薄切り、ニンジンは薄くいちょう切りにし、耐熱容器に入

れラップをして電子レンジ（600W）で1分20～30秒程度加熱する。
柔らかくなったら粗熱を取る。

④ ハムを食べやすい大きさに切る。
⑤ ①のボウルに②～④を入れて混ぜる。固さの調節が必要であれば、

水を加えてさらに混ぜる。

作り⽅
● おからパウダー：10g
● キュウリ：1/2本
● タマネギ：1/4個
● ニンジン：1/4本
● ロースハム：2枚
★砂糖：小さじ2
★マヨネーズ：大さじ2強（30g）
★無糖ヨーグルト：大さじ2

材料（2人分）

武武
たけすえたけすえ

末末  純純
じゅんいちじゅんいち

一一 名誉館長 名誉館長
（福岡大学名誉教授）（福岡大学名誉教授）

問い合わせ先　文化財課整備活用担当　☎（５０１）１１4４　F（５73）１077

市報かすが
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※QRコードは㈱デンソーウェーブの登録商標です。

さ
ん
ぽ
み
ち

 相 談 窓 口 ※いずれも無料です。また、日時や場所など、変更になることがありますので、事前に問い合わせてください。

高齢者の介護や福祉 ※祝日、年末年始は除きます。
●市北地域包括支援センター　☎（589）6227　F（589）6228
●市南地域包括支援センター　☎（595）8188　F（595）6069
●市東地域包括支援センター　☎（404）0310　F（404）0225

月～金曜日：午前8時30分～午後５時、土曜日：午前8時30分～午後
0時30分
人　権

●定例人権（悩みごと）相談　☎（584）1201（面談相談のみ）
第1火曜日（6月を除く）：午前10時～午後３時/市役所市民相談室

（予約不要）
●福岡法務局人権相談　☎（922）2881

月～金曜日：午前8時30分～午後５時15分/福岡法務局筑紫支局
法律・生活・行政など ※祝日、年末年始は除きます。

●市無料法律相談　☎（584）1148（予約受付のみ）
第3水曜日：午前10時～午後４時/市役所市民相談室

（第2水曜日午前9時以降の平日に電話予約、先着15人）
●市消費生活相談　☎（584）1155（F兼用）

月～金曜日：午前10時～午後0時15分、午後1時～４時/じょなさん
●市生活困窮者自立相談支援窓口くらしサポート「よりそい」
　☎（515）2098  F（581）7258

月～金曜日（土・日曜日は要相談）：午前８時30分～午後５時/市社
会福祉センター

●定例行政相談　☎（584）1111㈹（面談相談のみ）
第4火曜日：午前10時～午後３時/市役所市民相談室（予約不要）

妊娠出産・子育て・子どもの悩み、児童福祉 ※祝日、年末年始は除きます。
●市こども家庭センター　☎（584）1015　F（501）0051

月～金曜日：午前8時30分～午後５時/いきいきプラザ1階
●市子ども発達支援室　☎（588）5150　F（501）0051

月～金曜日：午前8時30分～午後５時/いきいきプラザ1階
●児童虐待相談　児童相談所全国共通☎189（いちはやく）
●県福岡児童相談所　☎（586）0023

月～金曜日：午前8時30分～午後５時15分/電話相談は24時間受付
●養育費に関する電話相談　☎（584）3931

月～金曜日：午前9時～午後5時、土曜日および第1・3日曜日：午前
9時～午後4時/ひとり親サポートセンター春日センター
暴力・DV・セクハラの相談 ※祝日、年末年始は除きます。

●市男女共同参画センター　☎（584）1202
月～金曜日：午前8時30分～午後５時/じょなさん

●ちくし女性ホットライン　☎（513）7335
月・水～金曜日：正午～午後７時、土曜日：午前10時～午後５時
障がいに関する相談 ※祝日、年末年始は除きます。

●市障がい者基幹相談支援センター　☎（584）1111㈹　F（584）1154
月～金曜日：午前8時30分～午後５時 ※緊急時は時間外も対応します。
不安・悩みごと

●心配ごと相談（暮らしの問題や悩み）　☎（581）7225
水曜日：午後１時～４時/市社会福祉センター

●福岡いのちの電話　☎（741）4343　※24時間受付、匿名可です。
インターネット相談（ http://www.inochinodenwa-net.jp)

厄
除
け
お
に
ぎ
り

　
令
和
６
年
は
、
お
に
ぎ
り
が
大

変
は
や
り
ま
し
た
。
海
外
か
ら
の

観
光
客
に
も
注
目
さ
れ
、
梅
や
昆

布
、
明
太
子
な
ど
の
定
番
の
他
、

見
栄
え
が
よ
い
豪
華
な
進
化
形
お

に
ぎ
り
が
次
々
と
誕
生
し
、
メ
デ

ィ
ア
で
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
映
像

を
見
て
い
る
だ
け
で
ノ
リ
の
風
味

や
炊
き
た
て
ご
飯
の
モ
チ
モ
チ
感

が
感
じ
ら
れ
、
何
度
食
べ
た
く
な

っ
た
こ
と
か
▼
具
入
り
の
お
に
ぎ

り
も
好
き
で
す
が
、
シ
ン
プ
ル
な

塩
に
ぎ
り
も
好
き
で
す
。
体
調
が

良
く
な
い
時
、
ど
ん
な
に
食
欲
が

な
く
て
も
、
塩
に
ぎ
り
だ
け
は
食

べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
▼
塩
は
古

く
か
ら
邪
気
を
払
う
と
考
え
ら
れ
、

米
は
福
の
神
が
好
む
食
べ
物
。
そ

し
て
、
お
に
ぎ
り
の
名
前
の
由
来

の
一
つ
は「
鬼
切
り
」で
、
魔
除
け

の
効
果
が
あ
る
と
も
い
わ
れ
ま
す
。

つ
ま
り
、
塩
に
ぎ
り
は
、
厄
除
け

に
最
適
な
食
べ
物
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
災
い
を
避
け
て
よ
い
運
気
を

引
き
寄
せ
た
い
時
に
は
、
塩
分
に

気
を
付
け
て
、
塩
に
ぎ
り
を
食
べ

る
こ
と
に
し
ま
す
。
　
　
　
　
は

市
いちかわ

川 太
た い が

翔ちゃん（2歳）

渡
わたなべ

邉 緑
り つ き

月ちゃん（1歳）

山
やました

下 桃
も も か

花ちゃん（2歳）

生
い こ ま

駒 律
りつ

ちゃん（1歳）

田
た な か

中 暖
ひ な の

乃ちゃん（1歳）

林
はやし

 想
そ よ

世ちゃん（1歳）

鶴
つ る た

田 悠
ゆ う ま

真ちゃん（1歳） 本
もとむら

村 咲
さ ら

桜ちゃん（2歳） 辻
つじもと

元 美
み な み

波ちゃん（3歳）

2月

Eメールで、タイトルを「お誕生日おめでとう」、本文に赤ちゃんの氏名（ふ
りがな）、生年月日、住所、電話番号を書いて、写真（できればファイル
名は赤ちゃんの名前）を添付して送ってください。郵送の場合は、写真の
裏に必要事項を書いて送ってください。
2月28日㈮までの到着分から抽選（応募多数の場合）で決定します。

【送り先】市報かすが「お誕生日おめでとう」係（〒816ｰ8501春日市役所）
koho@city.kasuga.fukuoka.jp　※写真は返却できません。

4月生まれの赤ちゃん募集（3歳まで）

市報かすが
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こ
の
印
刷
物
は
、
印
刷
用
の

紙
へ
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
ま
す
。

令
和

7年
2月

15日
号

  №
1279

１月に行われた、春日地区の「春日の婿押し」と小倉地区の「嫁ごの尻たたき」。
今年は、それぞれ２組の夫婦を迎えて開催されました。

　国の重要無形民俗文化財に指定されている春日の婿押
し。数百年の歴史を持ち、左

さ ぎ ち ょ う

義長、子どもの樽取り、宿
やど

の行
事、樽せり、お汐井とり、婿押し（婿もみ）などの一連の行事
があります。
　午後７時、春日神社境内の左義長の点火で行事を開始。宿
の行事では、勝

か つ の

野 裕
ゆう

さん・しおりさん、白
しろうず

水雅
ま さ と

人さん・優
ゆ

香
か

さ
んが紹介されました。
　その後、締め込み姿の氏子たちが極寒の御

み い け

池に勢いよく
飛び込み、祭りの最大の見せ場である樽せりに突入。樽を何
度も踏み割り、幸運を招くといわれる樽の破片を奪い合いま
した。
　勇壮な姿を一目見ようと、御池の周辺にはたくさんの人
が詰めかけ、熱気に包まれていました。

　新婚の夫婦が盛装して小倉住吉神社を参拝し、その花嫁
のお尻を子どもたちがワラを巻いた棒でたたくという、大変
珍しい祭りです。花嫁が嫁ぎ先や地域になじむように、子宝
にめぐまれるようにとの願いが込められています。
　今年は、田

た な か

中義
よしたか

隆さん・智
と も こ

子さん、山
やまもと

本颯
そういちろう

一郎さん・早
さ き

紀さ
んを迎えて開催されました。
　参拝の後、左義長の周りを夫婦でゆっくりと１周。その間、
子どもたちがトントンと優しく花嫁のお尻をたたきました。
多くの人から祝福を受け、田中さん夫婦は「地域に根ざして
生活していきたいという思いで参加した」、山本さん夫婦は

「これからも仲睦まじく過ごしていきたい」と話していまし
た。

★表紙関連

１

１

12

14

/

/

▲花婿と花嫁を紹介する「宿の行事」

▲拝殿で御
お み き

神酒をいただく参加者

▲樽せり前の、神職によるおはらい

▲花嫁のお尻をそっとたたく子どもたち


